走る ノ — ， r 



1 干 田國士 



阪神 急行 電車、 西宮 北口と いふ 停留 場 は、 私に 不思 

議な 興味 を 感じさせた。 先づ、 あの 線路の 交錯 は、 西 

洋 人が 書いた 片仮名で ある。 そして、 あの 風車の やう 

な プラット フォ ォム！ 

T 氏の 案内で 宝 塚 ホテルに 宿 を 取った。 

日光 は 南欧の やうに 豊か だ。 —— 私 は、 そこで、 ふ 

とピ レネ ェ の 春 を 思 ひ 出した。 

ホテルの ボ オイが 白 足袋 を はいて ゐる。 



四 階の 窓 は、 爽 かな 展望 を もって ゐる。 

殊に あの、 河岸に 沿 ふて 建てられた 三つの 劇場 は、 

T 氏の 説明に よって、 私の 好奇心 を そそった。 

私の 空想 は、 限りなく 翼 を ひろげる。 

演劇の エルサレム！ 私 は 巡礼の やうに 敬虔な 眼 を 

あげて、 夕 暮の星 を 仰いだ。 

私 は 幸に して、 まだ 少女 歌劇と いふ もの を 見た こと 

がない ので ある。 そして、 ここで もまた 見ない つもり 

である。 

中 劇場 国民 座の 舞台で、 私の 『百 三十 一 一番 地の 貸家』 



帽子 を かぶって ゐる 諸君よ、 向う を 向いて ゐ 給へ。 

「退屈」 は 音 を 出す もの だ。 私 は、 その 音 を 大阪と 神 

戸で 聞いた。 

京都の タク シィ、 千鳥足。 

都 ホテルの バルコニ ィで、 何々 婦人会が そつ 歯 を 並 

ベ、 何条 通り かの カフェ ェで、 高等学校の 生徒が プロ 

レタ リア 文学 を 論じて ゐた。 

そして、 私 は、 その ホテルで 昼食 をす ませ、 その 力 

フエ ェで、 主賓ら しく 納まって ゐ たので ある。 Y 氏の 

如才なき 干渉がなかったら、 私 は どこまで 行ったら う。 



公会堂 は、 男が 右、 女が 左、 満堂の 聴衆 は、 紅白 二 

流の 旗の 如く 演壇の 前に 棚曳 いて ゐた。 

K 氏が 現 はれる と 白い 旗が ひらめき、 S 氏が 現 はれ 

ると 赤い 旗が ひらめいた。 

旧都の 夜に ふさ はし い 静かな まなざし を 感じながら 

私 は 空腹と たたかった。 

朝、 十一 時、 瓢亭の 庭の 池に、 紅 椿が 一 輪、 なまめ 

かしく 浮いて ゐた。 

なんて、 噓 かもしれ ない さ。 



神 戸で は、 義弟が、 A 丸に 乗り込む 日で ある。 

テ エブが 涙で 切れたら、 それ は 見 ものに 違 ひない。 

同行の 某 大尉が、 細君に 最後の 小言 を あびせ かけ、 私 

は 眼 をつ ぶって、 地中海の 波の 色 を 思 ひ 浮べた。 
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